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土
壌
放
射
能
が
2
か
月
で

乃
％
消
え
た
ー
・

「
微
生
物
で
放
射
能
を
消
す
」

人
類
史
上
初
の
挑
戦
が
成
功
し
て
い

ま
す
。
『
「
放
射
能
」
だ
ま
さ
れ
て
は
い

け
な
い
け
‥
』
　
（
仮
題
、
徳
間
書
店
）
と

い
う
最
新
本
を
書
き
ま
し
た
。
2
月
中

に
刊
行
予
定
で
す
。

そ
の
中
で
、
衝
撃
事
実
が
明
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
微
生
物
（
E
M
菌
な
ど
）

に
よ
る
放
射
能
完
全
消
滅
実
験
の
成
功

で
す
。
そ
れ
は
農
地
の
放
射
性
物
質
を

ゼ
ロ
に
し
ま
す
。
さ
ら
に
作
物
の
残
留

放
射
能
も
ゼ
ロ
に
！
　
加
え
て
、
体
内

被
ば
く
の
放
射
能
も
消
滅
さ
せ
る
！

あ
な
た
は
、
耳
を
疑
う
は
ず
。
従
来
の

科
学
の
　
〝
常
識
″
　
で
は
、
あ
り
え
な
い

…
…
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
現
代
我
々
が
〝
科
学
″

〝
常
識
〟
　
と
信
じ
て
き
た
も
の
は
、
地

球
を
妓
雅
す
る
見
え
な
い
勢
力
に
よ
っ

て
、
捏
造
換
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今

回
の
微
生
物
に
よ
る
放
射
性
物
質
消

滅
！
　
こ
の
画
期
的
実
験
結
果
は
、
こ

れ
ら
隠
さ
れ
た
真
実
を
白
日
の
下
に
晒

し
た
の
で
す
。

政
府
〝
除
染
″
の
正
体
は
た
だ
の
〝
移
染
″

い
ま
日
本
列
島
は
底
無
し
放
射
能
汚

染
の
恐
怖
に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
宅

地
だ
け
で
な
く
、
土
壌
も
農
地
も
山
林

も
恐
ろ
し
い
レ
ベ
ル
で
汚
染
さ
れ
て
い

ま
す
。
山
間
地
の
汚
染
セ
シ
ウ
ム
は
雨

が
降
る
た
び
に
低
地
の
住
宅
地
や
農
地

に
流
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る

政
府
指
導
の
除
染
作
業
は
、
き
わ
め
で

原
始
的
。
表
土
を
削
り
取
り
、
汚
染
土

を
一
定
場
所
に
積
み
上
げ
保
管
す
る
。

住
宅
地
は
草
刈
り
や
高
圧
洗
浄
な
ど
で

放
射
性
物
質
を
除
去
す
る
…
…
。
し
か

し
、
こ
の
や
り
方
で
は
、
た
だ
放
射
性

物
質
を
右
か
ら
左
に
移
し
て
い
る
だ
け
。

高
圧
洗
浄
で
放
射
性
物
質
が
消
え
る
わ

け
で
は
な
い
。
水
に
混
ざ
っ
た
放
射
性

物
質
は
最
終
的
に
は
下
水
処
理
場
の
活

性
汚
泥
に
濃
縮
さ
れ
行
き
場
を
な
く
す
。

そ
の
他
の
放
射
能
は
河
川
に
流
入
し
最

後
は
海
洋
汚
染
す
る
。
セ
シ
ウ
ム
等
は

魚
介
類
に
濃
縮
さ
れ
〝
毒
″
魚
は
、
市

場
か
ら
食
卓
に
の
ぼ
る
。

環
境
省
は
、
1
月
2
6
日
…
福
島
の

「
警
戒
避
難
区
域
」
（
1
1
市
町
村
）
の
放
射

能
除
染
「
工
程
表
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
除
染
を
2
0
1
4
年
ま
で
に
終
了
し
、

年
5
0
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
を
目
指

す
」
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
「
表
土

を
削
り
取
る
」
と
い
う
原
始
的
な
や
り

方
で
は
、
そ
の
正
体
は
　
〝
除
染
″
　
で
は

な
く
〝
移
染
″
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
国
土
に

蓄
積
す
る
放
射
能
線
量
は
変
わ
ら
な
い
。

土
壌
放
射
能
が
2
ケ
月
目
に

7
5
％
減
っ
た
！

放
射
能
自
体
を
消
滅
さ
せ
な
い
と
、

其
の
　
″
除
染
″
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
奇
跡
の
「
放
射
能
消
滅
！
」
が

現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

－
　
土
壌
の
放
射
能
が
1
ケ
月
で
4
0
％

減
っ
た
ー
∵
2
ケ
月
目
に
は
7
5
％
減
っ

た

！

！

奇
跡
を
も
た
ら
し
た
の
が
E
M
菌
散

布
で
す
。
最
も
汚
染
が
激
し
い
飯
館
村

の
土
壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が

激
減
。
そ
れ
も
科
学
的
に
厳
密
管
理
さ

れ
た
散
布
実
験
で
実
証
さ
れ
た
。
あ
な

た
は
目
を
疑
い
、
耳
を
疑
う
は
ず
で
す
。

実
験
指
導
し
た
の
が
比
嘉
照
夫
教
授

（
農
学
博
士
。
名
桜
大
学
付
属
・
国
際

E
M
技
術
研
究
所
所
長
・
教
授
）
っ
E

M
菌
の
開
発
者
で
す
。
お
会
い
す
る
と
、

い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
円
福
で
温

厚
な
人
柄
に
一
目
で
魅
か
れ
ま
し
た
。

2
時
間
余
り
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
日

か
ら
ウ
ロ
コ
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

教
授
は
約
3
0
年
前
、
①
光
合
成
細
菌
、

②
乳
酸
菌
、
③
酵
母
菌
を
三
本
柱
と
す
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る
E
M
菌
群
の
驚
異
的
効
能
を
発
見
。

「
『
善
玉
菌
』
の
集
ま
り
で
あ
る
E
M
（
有

用
微
生
物
群
）
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

だ
れ
で
も
か
ん
た
ん
に
『
善
玉
菌
』
優

位
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

（
比
嘉
教
授
）

こ
の
E
M
菌
が
放
射
能
を
消
去
す

る
ー
・
そ
の
兆
し
は
、
す
で
に
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
と
き
に
、
観
察

さ
れ
ヤ
い
ま
す
。
教
授
ら
は
1
9
9
0

年
代
か
ら
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
立
放
射
線
生

物
学
研
究
所
と
共
同
し
て
、
E
M
で
放

射
能
を
防
ぐ
実
験
を
開
始
。
同
国
は
も

っ
と
も
放
射
能
汚
染
の
過
酷
地
帯
で
す
。

そ
こ
で
比
嘉
教
授
ら
は
感
動
的
体
験

を
し
て
い
ま
す
。

O
「
農
業
」
改
善
‥
E
M
を
ま
く
と
育

っ
た
作
物
が
吸
収
す
る
放
射
能
レ
ベ
ル

は
明
ら
か
に
少
な
い
。
「
他
の
安
全
地

帯
と
全
く
同
じ
レ
ベ
ル
に
な
っ
た
！
」
。

福
島
第
一
原
発
事
故
の
汚
染
地
域
に

も
あ
て
は
ま
る
。
E
M
菌
散
布
で
原
発

か
ら
3
0
キ
ロ
以
内
の
　
「
汚
染
危
険
地

帯
」
　
で
も
「
そ
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受

け
な
い
作
物
を
栽
培
で
き
る
ー
」
。

◎
「
健
康
」
改
善
‥
放
射
能
被
害
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
に
E
M
・
Ⅹ
飲
料
を

飲
ま
せ
て
経
過
を
み
た
。
す
る
と
大
幅

な
症
状
改
善
が
み
ら
れ
た
。
白
血
病
や

甲
状
腺
ガ
ン
が
完
全
に
消
失
し
た
症
例

も
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
に
よ
り
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
政
府
に
よ
り
「
医
学
的
に
放
射

能
障
害
に
特
効
あ
り
」
と
公
認
さ
れ
た
。

◎
「
土
壌
」
改
善
‥
1
9
9
8
年
、
夏
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
立
入
禁

止
地
区
で
の
調
査
・
前
年
度
に
E
M
処

理
し
た
麦
畑
や
放
牧
地
帯
を
調
査
す
る

た
め
で
す
。
携
帯
し
た
放
射
能
計
測
機

は
、
ど
こ
で
も
1
時
間
あ
た
り
1
0
0

マ
イ
ク
ロ
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
い
う
高
い
億

を
示
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
E
M

を
散
布
し
た
畑
の
中
心
部
は
8
5
～
9
0
億
。

E
M
処
理
区
の
外
側
と
内
側
を
測
定
し
、

中
心
部
の
放
射
能
は
1
0
～
1
5
％
減
っ
て

い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

飯
館
村
、
E
M
菌
で
「
靂
】
消
滅

2
0
1
1
年
5
月
1
0
日
よ
り
飯
館
村
、

果
樹
農
家
で
比
嘉
教
授
の
指
導
の
下
、

E
M
に
よ
る
放
射
能
除
去
実
験
開
始
。

対
象
地
域
は
約
2
0
ア
ー
ル
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
園
内
に
A
‥
「
E
M
処
理
区
」
、
B

‥
「
E
M
＋
有
機
物
処
理
区
」
、
C
‥

「
無
処
理
区
」
の
2
区
域
を
設
定
し
た
。

と
う
ぜ
ん
、
こ
の
地
域
の
土
壌
は
高
濃

度
で
放
射
能
汚
染
さ
れ
て
い
る
。

A
‥
「
E
M
処
理
区
」
、
光
合
成
細
菌

（
E
M
3
号
）
を
2
0
％
添
加
し
強
化
し

た
「
E
M
活
性
液
」
を
散
布
し
た
。
方

法
は
週
に
2
回
、
1
0
ア
ー
ル
あ
た
り
1

0
0
リ
ッ
ト
ル
散
布
し
た
。

B
‥
「
E
M
＋
有
機
物
処
理
区
」
、
A
の

「
E
M
活
性
液
」
散
布
に
加
え
て
有
機

物
（
米
ぬ
か
）
を
1
回
散
布
し
た
。

C
‥
「
無
処
理
区
」
、
比
較
対
象
の
た
め

何
も
せ
ず
に
放
置
し
た
。

実
験
開
始
か
ら
1
ケ
月
、
2
ケ
月
後
、

土
壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
計
測
は
、

正
確
を
期
す
た
め
・
同
位
体
研
究
所
に

送
付
し
て
、
計
測
を
委
託
し
た
。
そ
こ

で
は
高
精
度
の
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体

検
出
器
に
よ
り
測
定
が
行
わ
れ
た
。
試

料
と
す
る
土
壌
採
取
も
、
文
科
省
の
「
環

境
試
料
採
取
法
」
お
よ
び
農
水
省
の
「
通

知
」
に
し
た
が
い
「
深
さ
1
5
巴
ま
で

の
土
を
採
取
し
て
研
究
所
に
送
付
し
た
。

実
験
開
始
直
後
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

濃
度
は
2
万
ベ
ク
レ
ル
（
B
q
／
短
以

上
と
い
う
驚
倒
す
る
数
億
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
A
、
B
の
E
M
処
理
区
で

は
劇
的
変
化
が
起
き
た
。

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
1
ケ
月
昌
に
4
0

％
減
、
2
ケ
月
後
に
は
7
6
％
減
の
5
0

0
0
ベ
ク
レ
ル
ま
で
激
減
…
…
！
「
試

験
圃
場
で
は
約
2
ケ
月
間
で
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
1
5
0
0
0
ベ
ク
レ
ル
も
減

少
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
」
　
（
比
嘉
教
授
）

放
射
能
（
放
射
線
1
5
0
0
0
ベ
ク

レ
ル
）
が
E
M
菌
に
よ
り
〝
消
滅
〟
し

た
の
で
す
。

数
千
ベ
ク
レ
ル
汚
染
作
物
が

1
ベ
ク
レ
ル
以
下
に

「
1
0
年
ほ
ど
E
M
栽
培
し
て
い
る
農

家
で
は
、
畑
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
2

0
0
0
ベ
ク
レ
ル
以
上
あ
る
の
に
、
そ

の
作
物
か
ら
『
不
検
出
』
と
い
う
現
象

が
起
き
て
い
ま
す
」
（
㈱
イ
ー
エ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
報
告
）

2
0
1
2
年
1
月
1
1
日
、
比
嘉
教
授

の
沖
縄
発
表
会
で
の
最
新
デ
ー
タ
。

教
授
は
「
究
極
の
放
射
能
汚
染
対

策
」
と
胸
を
張
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

「
東
日
本
大
震
災
復
興
へ
の
道
筋
」
な

の
で
す
。
農
地
土
壌
は
1
7
7
9
～
6

0
8
3
ベ
ク
レ
ル
ま
で
高
濃
度
に
セ
シ

ウ
ム
汚
染
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の

に
、
小
桧
葉
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
、
梨
、

き
ゅ
う
り
、
な
す
、
玄
米
、
全
て
「
不
検

出
」
　
（
1
ベ
ク
レ
ル
以
下
⊥
　
ま
さ
に
、

E
M
菌
に
よ
る
放
射
能
除
染
効
果
は
パ

ー
フ
ェ
ク
ト
。
セ
シ
ウ
ム
は
水
溶
性
な

の
で
簡
単
に
根
か
ら
作
物
に
移
行
す
る
。

な
の
に
栽
培
作
物
に
は
、
そ
れ
が
見
ら

れ
な
い
！
　
奇
跡
の
E
M
効
果
…
…
。
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r
鼻
地
J
究
極
除
染
法
、
即
、
採
用
せ
よ

検
査
方
法
は
、
厚
労
省
指
導
の
「
緊

急
時
に
お
け
る
食
品
の
放
射
線
測
定
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
従
い
、
さ
ら
に
検
査
は

第
三
者
機
関
に
よ
る
厳
正
な
も
の
で
す
。

（
「
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
γ
療
ス
ペ
ク

ト
ロ
メ
ト
リ
ー
に
よ
る
核
種
検
査
」
）
。

さ
ら
に
注
目
し
て
欲
し
い
の
は
「
検
出

限
界
‥
1
ベ
ク
レ
ル
（
B
q
／
短
」
と
極

め
て
厳
密
な
検
査
で
あ
る
と
い
う
事
実
。

つ
ま
り
「
不
検
出
」
と
は
「
1
ベ
ク
レ

ル
以
下
」
を
意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
E

M
菌
農
法
の
農
地
で
は
、
高
濃
度
セ
シ

ウ
ム
は
恐
る
る
に
足
ら
ず
。

「
E
M
活
性
液
を
1
0
ア
ー
ル
当
た
り

1

0

0

～

2

0

0

リ

ッ

ト

ル

く

ら

い

施

用
す
る
と
、
6
0
0
0
ベ
ク
レ
ル
超
の

土
壌
で
も
『
検
出
限
界
値
』
（
1
ベ
ク
レ

ル
）
　
以
下
に
な
っ
て
お
り
、
万
全
を
期

す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
」
（
比
嘉
教
授
）
。

汚
染
農
地
で
も
E
M
菌
液
を
ま
く
だ

け
で
作
物
の
セ
シ
ウ
ム
1
3
7
を
1
ベ

ク
レ
ル
以
下
に
で
き
る
！
　
こ
れ
ぞ
究

極
の
放
射
能
除
染
で
す
。

そ
の
方
法
は
、
（
作
物
は
）
収
穫
の

1
～
2
週
間
前
、
果
樹
な
ら
3
～
4
週

間
前
に
測
定
し
、
も
し
も
『
検
出
限
界

値
』
以
上
の
放
射
能
が
確
認
さ
れ
た
場

合
で
も
『
E
M
活
性
液
』
と
『
E
M
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
パ
ウ
ダ
ー
』
　
の
素
面
散
布
と

土
壌
施
用
を
て
い
ね
い
に
行
う
と
、
出

荷
ま
で
に
は
　
『
検
出
限
界
値
』
以
下
に

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
」
（
比
嘉
教
授
）

「
W
H
O
　
（
世
界
保
健
機
構
）
　
が
定

め
た
セ
シ
ウ
ム
1
3
7
の
身
体
放
射
線

の
『
安
全
基
準
』
が
0
・
5
ベ
ク
レ
ル
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で

す
」
「
わ
が
国
で
は
、
セ
シ
ウ
ム
1
3

7
に
よ
る
汚
染
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
放
射
性
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
に
も
大

い
に
効
果
を
発
揮
す
る
の
で
す
」
　
（
同

教授）。E
M
活
用
で
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
は

「
作
物
に
ま
っ
た
く
吸
収
さ
れ
な
い
」

こ
と
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

の
被
災
地
と
な
っ
て
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
立

放
射
線
生
物
学
研
究
所
で
1
9
9
6
年

に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

E
M
で
体
内
セ
シ
ウ
ム
完
全
消
滅
！

－
　
E
M
菌
は
外
部
被
ば
く
、
内
部

被

ば

く

も

打

ち

消

す

！

こ
の
衝
撃
事
実
も
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

E
M
飲
料
1
日
5
0
c
c
服
用
、
4
0
日
で

セ
シ
ウ
ム
1
3
7
の
身
体
負
荷
量
は

「
完
全
消
滅
」
し
た
で
す
。

ま
さ
に
、
光
合
成
細
菌
、
乳
酸
菌
、

酵
母
な
ど
微
生
物
パ
ワ
ー
の
奇
跡
…
…
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
か
ら
実
験
に
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
高
汚
染
地
域
に
住
ん
で

い
る
。
日
本
へ
出
発
前
に
現
地
で
「
放

射
能
全
身
計
数
装
置
」
等
で
「
体
内
被

ば
く
」
を
測
定
後
、
日
本
へ
入
国
。
療

養
期
間
は
7
月
2
3
日
か
ら
8
月
3
1
日
の

4
0
日
間
。
招
待
し
た
2
1
名
の
子
ど
も
た

ち
の
平
均
年
齢
9
・
7
歳
。
7
名
ず
つ
の
A
、

B
、
C
の
3
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
。
（
　
）
内

は
、
出
発
前
の
セ
シ
ウ
ム
1
3
7
「
身
体

負
荷
量
」
（
単
位
、
ベ
ク
レ
ル
＝
恥
フ
短

冊
A
群
‥
E
M
・
Ⅹ
を
1
日
3
0
c
c
飲
用
。

（
8
1
・
6
1
）
　
1
▼
　
（
2
6
・
讐

榔
B
群
‥
同
様
に
5
0
∝
飲
用
。

（
8
8
・
6
5
）
1
（
全
員
測
定
不
能
‥
正

常値）
㈱
C
群
‥
飲
ま
な
い
グ
ル
ー
プ
（
対
照
群
）

（
6
2
・
翌
1
　
（
3
3
・
整

E
M
5
0
c
c
飲
用
で
全
島
正
常
値
に

「
療
養
が
終
了
し
た
8
月
3
1
日
後
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
へ
帰
国
し
た
直
後
に
測
定

し
た
結
果
は
、
A
群
が
2
6
・
7
8
に
減
少
、

B
群
は
全
員
が
測
定
不
能
す
な
わ
ち
正

常
値
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
C
群
も

3
3
・
8
1
と
か
な
り
減
少
し
た
が
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
政
府
の
目
標
で
あ
る
1
5
～
2
0
に

逮
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
」
　
（
比

寡
教
授
、
前
著
）

こ
の
実
験
は
、
E
M
・
Ⅹ
の
持
続
性

に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
子
ど
も
た
ち

の
帰
国
後
1
0
月
と
1
2
月
の
2
回
に
亘
っ

て
「
身
体
負
荷
量
」
を
測
定
し
て
い
る
。

A
群
は
、
1
2
月
2
日
時
点
で
、
帰
国

時
の
2
6
・
7
8
よ
り
、
さ
ら
に
下
が
っ
て

2
2
・
1
6
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も

多
く
E
M
・
Ⅹ
を
飲
ん
だ
B
群
は
、
全

員
、
測
定
不
能
の
正
常
値
！
　
C
群
は

3
7
・
3
1
と
帰
国
後
よ
り
汚
染
数
倍
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
高
度
汚
染
地

域
に
帰
っ
た
こ
と
に
よ
る
再
汚
染
で
、

従
来
の
ル
タ
ー
ン
が
確
認
さ
れ
た
の
で

す
。
「
E
M
・
Ⅹ
は
、
1
日
当
た
り
5
0

c
c
を
服
用
す
る
と
4
0
日
で
セ
シ
ウ
ム
1

3
7
の
身
体
負
荷
量
を
『
完
全
に
消
去

す
る
』
と
同
時
に
、
『
耐
放
射
性
機
能

が
長
期
に
わ
た
っ
て
保
持
さ
れ
る
≡

（
比
嘉
教
授
）

E
M
菌
で
放
射
能
が
消
滅
し
た
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
、
こ
の
連
載
で
述
べ
た
よ
う

に
、
放
射
線
な
ど
を
　
〝
エ
サ
″
と
す
る

光
合
成
細
菌
等
が
放
射
性
物
質
を
〝
食

べ
て
〟
核
崩
壊
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
放
射
能
）

を
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
嫁
し
た
か
ら

で
し
ょ
う
。
い
わ
ば
1
ラ
イ
フ
ル
銃

が
コ
ル
ク
銃
と
な
っ
た
　
ー
　
の
で
す
。


